
上げ一服感も、100ドル近辺で底堅く推移
NY原油先物相場は、1バレル＝102.44ドルまで値上がりした後、92～100ドル水準を中心に売買が交

錯する展開になった。週明けの取引では、米軍がイラン最大の原油積み出し拠点であるカーグ島を攻撃

したことが材料視され、3月9日以来の高値を更新した。しかし、その後は短期的な過熱感から利食い売

りも見られ、売買が交錯する不安定な地合になった。引き続きイラン戦争が供給不安を高めているが、

原油相場は高値圏で売買が交錯した。

イラン戦争は2月28日の戦闘開始から3週間が経過したが、停戦に向かう兆候は乏しく、米国とイラン

の双方が停戦協議を拒否している。ホルムズ海峡の封鎖も続いているが、一方で米国はロシア産やイラ

ン産の洋上在庫の流通に対する制裁を緩和するなど、供給ショックへの対応も見せている。ただし、中

東全体でエネルギー関連施設が攻撃対象になる中、原油・天然ガスの供給不安は強く、100ドル水準で

は上値が重かったものの、高値圏で推移した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（3月13日時点）は、原油が前週616万バレル増、ガソ

リンが544万バレル減、石油精製品が253万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン戦争の進展状況に依存、供給障害が続くと堅調地合に

2

【展望】

イラン情勢に強く左右される展開が続く見通しだ。戦争開始

から4週間目に突入したが、停戦に向けた動きがみられない

場合には、上振れリスクが維持される。ホルムズ海峡の封鎖

継続、さらに中東各地のエネルギー関連施設が攻撃を受ける

状況が続くと、供給不安で中東産原油とブレント原油を中心

に、期近限月にリスクプレミアムを加算する動きが想定され

る。前週は100ドル台で持高調整を進める動きも目立ったが、

3月20日に4月限の取引が終了しており、5月限に対して改め

て投機マネーの流入がみられるのかが注目される。

特に、イランのカーグ島の原油輸出能力が大きなダメージを

受けると、イランは周辺国の石油関連施設に対する攻撃を強

化する可能性が高く、注意が必要だ。トランプ米大統領は

カーグ島に対する追加攻撃の有無について明言を避けている

が、エネルギー関連施設に対する直接攻撃が増えていること

は、原油相場の上振れリスクを高めている。110ドル台に乗

せる可能性も想定しておく必要がある。

一方、トランプ米大統領は戦闘開始直後に、攻撃期間は4～5

週間との見通しを示していた。軍事作戦の目標が達成された

として停戦に向けた各国の動きが活発化すると、これまでの

急伸地合の反動から急反落する可能性がある。イランは一時

的な停戦ではなく恒久的な終戦を求める強硬姿勢を維持して

いるが、戦闘終結から原油・天然ガス供給の改善期待が強ま

ると、これまでの堅調地合の反動安になりやすい。

また、各国がホルムズ海峡の流通正常化を促すための取り組

みを強化している。原油流通再開に向けた動きがみられた際

にも、利食い売りが膨らみやすい。引き続き、上下双方に大

きめのレンジを想定したい。
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